
































































































































































































































































































は, 1人の同居家族 (夫),3人の親族 (2人の息
子と1人の息子の妻),2人の近隣者,6人の友人
からなっていた｡このように,彼女は12人と社会
関係を取 り結んでいた｡メルボルンで生まれ育った
バレリーさんのパーソナル ･ネットワークは,1人
の同居家族 (夫),7人の親族 (2人の息子,1人
の娘.1人の息子の妻,3人の孫),2人の近隣者,
4人の友人から構成されていた｡つまり,彼女は
14人と社会関係を取 り結んでいた｡3人のパーソ
ナル ･ネットワークを比較すると,マーガレットさ
んのパーソナル ･ネットワークの規模はバレリーさ
んのそれに近く,花子さんのそれはとても小さいこ
とが分かる｡つまり,イギリスからの移民の高齢女
性が取 り結ぶパーソナル ･ネットワークの規模はメ
ルボルンで生まれ育った高齢女性のそれに近いけれ
ど,これらの高齢女性と比べると日本からの移民の
高齢女性が取り結ぶパーソナル ･ネットワークの規
模はかなり小さいのである1)｡
前述のように,筆者は岡山市で高齢女性に調査票
を用いた調査を実施したことがある｡その調査では
60歳以上80歳未満の高齢女性を調査対象者とした
が,そのうちの65歳以上80歳未満の標本だけを取
り出して,パーソナル ･ネットワークを集計した｡
岡山市の高齢女性は平均 して同居家族関係を0.83
(標準偏差,0.90),親族関係を2.24(標準偏差,1.82),
近隣関係を0.85(標準偏差,1.21),友人関係を1.49
(標準偏差,2.13),職場仲間関係を0.18(標準偏差,
0.93)人と取 り結んでいた｡つまり,平均5.59(標
準偏差,3.40)人と社会関係を取 り結んでいた (野
速 2006)｡メルボルンの3人の高齢女性が取 り結ぶ
パーソナル ･ネットワークを岡山市の高齢女性のそ
れと比較すると,花子さんのパーソナル･ネットワー
クはその規模で岡山市のそれにより近いといえる｡
つまり,日本からの移民の高齢女性は,日本にいる
高齢女性に近いパーソナル ･ネットワークを取 り結
んでいるのである｡
花子さんの親族関係は,マーガレットさんやバレ
リーさんのそれよりも少ない｡これは,花子さんに
は1人しか子供がいないことや孫がまだ小さいこと
によっている｡さらに,花子さんの近隣関係や友人
関係も,マーガレットさんやバレリーさんのそれよ
りも少ない｡花子さんメルボルンに来てから英語を
学ぶというように,積極的に人生をおくっている｡
また,｢オース トラリアに来たからには,こちらの
生活を楽しまなくちゃ｣と言っていたように,前向
きな態度で生きている｡にもかかわらず,非親族と
の社会関係が少なかった｡これには,次の3つの理
由があると考えられる｡
第 1に.彼女が交流できる地域内に同年代の日
本人がいないことである｡フィッシャー (Fischer
1975)がいうように,同質的な相手とは社会関係が
形成されやすい｡同質的であるとは,性が同じであ
るとか,年齢が近いとか,民族的 ･文化的背景が同
一であるとか,同じ興味や関心を共有していたりす
ることである｡しかし,日本人の高齢女性はメルボ
ルンにあまりいない｡2006年の国勢調査によれば,
メルボルンに日本生まれの人は5287人住んでいた｡
性別では,男性が1763人で,女性が3524人である｡
そのうち,65歳以上の日本生まれの人はメルボル
ン内に263人いるにすぎない｡性別に見ると,男性
が50人で,女性は213人であるというように,女性
が多い｡
日本人の居住で特徴的なことは,ある特定の地域
に集中しているのではなく,メルボルン内で分散し
て居住していることである｡非英語圏からの移民と
して,ベ トナム人を例に取 り上げたい｡国勢調査
によると,ベ トナム生まれの人は2006年にメル
ボルン内に57928人おり,そのうち65歳以上の高
齢者は4067人である｡ベ トナム人はフツツクレイ
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メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナル･ネットワー クの特徴
(Footscray)やスプリングベール (Springvale)に
集中して居住しており,それらの駅周辺にはベ トナ
ム人が経営する多くの商店やレストランがある｡そ
れらの地域では,ベ トナム人は母語であるベトナム
語で日常生活をおくることができ,多くの同胞と出
会うことができる2)｡つまり,ベ トナム人のコミュ
ニティがメルボルン内に形成されているのであるo
ここでは,ベ トナム語だけで日常生活をおくること
ができる｡ところが,日本人が集中して暮らしてい
て.日本語だけでE]常生活をおくれるようなコミュ
ニティがメルボルンにはないのである｡日本人高齢
女性はとても少ないうえに散らばって居住している
から,近隣関係や友人関係を取り結びにくいと考え
られる｡
第2に,花子さんにはオーストラリアでの適応を
助けてくれる人がいなかったことである｡マーガレ
ットさんがメルボルンに来たとき,隣人の親切な夫
婦がいろいろな人を彼女に紹介してくれた｡さらに,
同じイングランド出身である友人の友人が訪ねてき
て,メルボルンでの生活に慣れて落ち着くのを助け
てくれた｡先に移住した人が後から移住してきた同
郷の人を支援し,現地社会に適応しやすくしてあげ
るということは,しばしば報告されている (石井
1993)｡ところが,花子さんにはそうした人がいな
かった｡娘夫婦は花子さんと年齢が違うといったこ
ともあって,他の人を紹介してあげるという点では
助けにはならなかった｡メルボルンでは日本人が少
なく,花子さんが英語を母語としていなかったこと
からも,適応を支援してくれる人が花子さんには現
れなかったと考えられる｡
第3に,花子さんは車を運転できないことである｡
彼女はマレーシア人の友人や娘に車に乗せてもらっ
ていた｡また,メルボルン内では,バスや鉄道とい
った公共交通機関を利用することもできる｡これに
対し,マーガレットさんやバレリーさんは自分で車
の運転をしていた｡だから,マーガレットさんやバ
レリーさんと比べると.花子さんは自分の思うよう
には移動することができない｡このことも,花子さ
んが友人関係を形成するのをむずかしくしていると
考えられる｡
(2)別居子の居住場所
同居家族に次いで,別居子は有力なサポート源で
あるといわれている｡そこで,3人の高齢女性の別
居する子供はどこに住んでいるかを見ておきたい｡
マーガレットさんには3人の息子がおり,そのうち
の2人がメルボルン内に居住していた｡1人の息子
はマーガレットさんの家から6キロのところに,ち
う1人の息子は彼女の家から14キロのところに住
んでいた｡そして,マーガレットさんはそれぞれの
息子と月に数回以上会い,少なくとも週に1回電話
で話をしていた｡もう1人の息子はイギリスにいる｡
マーガレットさんはその息子とはあまり会わないけ
れど,電話では少なくとも週に1回話をしていたO
バレリーさんには4人の息子と1人の娘がいたが,
すべての子供はメルボルン内に居住していた｡そし
て,1人の息子はバレリーさんの家から2キロのと
ころに,娘は9キロのところに,もう1人の息子は
18キロのところに住んでいた｡残りの2人の息子
は彼女の家から30キロのところに住んでいた｡バ
レリーさんは娘と少なくとも週に1回会っており,
また,少なくとも週に1回電話で話していた｡バレ
リーさんは息子それぞれと月に1回ほど会い,月に
数回以上電話で話していた｡花子さんの娘は花子さ
んの家から2キロのところにいた｡花子さんは娘と
少なくとも週に1回会っており,また,少なくとも
週に1回電話で話していた｡このように,子供の多
くが年老いた両親の近くに居住し,母親と頻繁に交
流している｡このことは,メルボルンに住む3人の
高齢女性すべてに共通している｡
6 結論
本稿の目的は,メルボルンに住む日本人高齢女性
のパーソナル ･ネットワークの特徴を指摘すること
であった｡メルボルンに住む日本人高齢女性をイギ
リスからの移民の高齢女性とメルボルンで生まれ育
った高齢女性と比較することによって,次の2つの
特徴を指摘した｡
(1)メルボルンに住む日本人高齢女性のパーソナ
ル･ネットワークは規模が小さく,日本にいる高齢
女性のそれに近かった｡これは,次のようなことか
らと考えられる｡メルボルンにいる日本人高齢者が
少なく,日本人はメルボルンの中で分散して居住し
ているから,日本人高齢女性は日本人高齢者とくに
高齢女性に出会って,近隣関係や友人関係を取り結
びにくい｡また,日本人は英語を母語としておらず,
日本人がそもそも少ないから,移民の現地社会への
適応を助けてくれる人が現れにくい｡
(2)高齢女性の子供の多くが近くに住んでいた｡そ
して,子供たちは自分の両親である高齢女性と頻繁
に交流していた｡このことは,メルボルンに住む日
本人高齢女性,メルボルンに住むイギリスからの移
民の高齢女性,メルボルンで生まれ育った高齢女性
いずれにも見られた｡
今後,オーストラリアに住むより多くの日本人高
齢者に調査を実施し,本稿で提出した仮説を検証し
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たい｡
(注)
1)個別面接調査によって集めた400人の高齢女性
のデータをまだ集計していない｡調査票を見た限
りでは,マーガレットさんやバレリーさんが取り
結ぶパーソナル ･ネットワークの規模はメルボル
ンの高齢女性の平均に近い｡
2)フツツクレイとスプリングベールにベ トナム難
民のための定住促進センター (migranthostel)
があった｡メルボルンに到着したベ トナム難民は
そこで英語やオーストラリア文化の研修を受け,
社会に出て行った｡彼らの多くは定住促進センタ
ーの周辺にまず居住したので,ベ トナム人がフツ
ツクレイとスプリングベールに集中することにな
った｡そのために,フツツクレイとスプリングベ
ールはよい地域であるとは見なされていない｡筆
者が2006年 8月に実施した聞き取 り調査によれ
ば,スプリングベールで商店を経営して蓄財をし
たベ トナム人は,そこで商店の経営を続けながら,
もっとよい地域に家を購入し,そこを出て行く｡
そのため,スプリングベールでの商店経営者の一
部は外の地域から通勤してきている｡
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